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群馬県 食品・生活衛生課 

6月は「食育月間」です。大切にしたい『和食文化』 

令和４年6月発行 

 和食文化は、「自然を尊重する」という精神に基づいた日本人の食習慣のことで、料理、食材、食べ方、

作法など、さまざまな要素が含まれています。保護・継承が必要な文化として、ユネスコ無形文化遺産に 

も登録されています。 

 群馬県では、「和食文化」を未来に残すため、「和食文化」について考える絵手紙コンテストを実施し 

ました。素晴らしい応募作品の中から、入賞に輝いた１２作品をご紹介します。 

令和３年度 群馬県実施 和食文化絵手紙コンテスト 

テーマ：未来に伝えたい「和食文化」 

最優秀賞 

新井 心菜さん（みどり市）１５歳 

 《絵手紙に込めた思い》一汁三菜のそろった和食を食べる機会が減ってきてしまい、和食を

好んで食べる人も少なく感じるので、和食の美しさやあたたかさを知ってもらいたい、和食を

好きになってもらいたいと思いを込めました。 

  

群馬県が目指す食育のイメージ 

食育で、SDGsを推進します 

生涯にわたる食育を推進することで、

健康寿命の延伸につなげます。 

また、食を楽しむことができ、幸せを

感じられる豊かな人間性を育むことを

目指しています。 

※年齢は応募当時 



 

★公式フェイスブックで情報発信中！（https://www.facebook.com/gunma.shoku.anzen/） 

ご意見・ご感想 

お問い合わせは 

こ ち ら へ 


